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藏
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寳

藏

論

に
現
㌘
ほ

れ

れ

帆悟
肇

の

思

想

9

,

藤

田

六
六

漢

山

、

9

宜
ノ 、

の

傳

繹
僧
肇
は
支
那
東
晋
代
、
京
兆
の
入
で
あ
る
。
家
貧
し
く
し
て
傭
書
を
以
て
業

ε
し
て
居
た
が
、
其

の
職
業
柄
、

自
然
、
博
く
書
を
讃
み
、
方
等
を
學

び
三
藏

に
蓮
す
る
を
得
た
。
最

も
老
荘

の
思
想
を
善
く
し
た
が
、
然
も
な
ほ
全

く
こ
れ
に
心
酔
す

る
事
は
出
來
な
か

つ
た
。
彼

が
「
寳
藏
論
」
の
如
き
、
其

の
交
章

の
ス
タ
イ
ル
に
於
て
さ

へ
、
全
く

老
子

の
遣
徳
経

ε
相
似
た
る
も
の
を
持

つ
て
ゐ
乍

ら
、
是

に
満
足
し
得

な
か

っ
π
事
は
注
意
す
可
き
事
で
、
そ
の
理

由

に
就

て
は

(八
四
頁
)
に
少
し
く
述

べ
て
置

い
た
。
後
、
彼
は
、
奮
維
摩
経
を
見
て
、
大

い
に
歓
喜
し
、「
始

め
て
露

す

る
所
を
知
れ
り
」

こ
い
ひ
、
醗
然
、
出
家
剃
髪
し
た
の
で
あ
る
。
時
に
、
齢
三

十
、
此
麗
に
於
て
彼
は
盆

々
學
び

盆

々
通
じ
、
名
、
關
輔

に
振
ふ
も
の
が
あ

つ
た
Q

時
に
春

を
競

ふ
の
徒
、
彼

の
早
達
を
嫉

み
、
千
里
を
遠
し
ε
せ
す
、
來

つ
て
彼
に
抗
辮
し
た
が
、
彼
は
既

に
才
思

幽
玄

、
又
談
説
を
善
く
し
だ
が
故

に
、
其

の
及
を
迎

へ
て
解
き
、
機
を
承
け
、
鏡
を
挫

い
て
流
滞
し
な
か

つ
た
。
故

に
、
當
時
に
於
け

る
京
兆

の
宿
儒
、
關
外

の
英
彦
、
誰

一
人

ご
し
て
彼
を
伏
す

る
事
は
出
來

な
か

っ
旋
。



後

、
羅

什
の
姑
藏
に
至
る
を
聞
き
、
肇

は
遠
き
よ
り
之

に
從
ひ
、
什
が
長
安
に
適

く
時

に
も
、
彼

は
亦
之
に
從

っ

た
、
彼
が

こ
の
間
、
什

に
諮
稟
し

て
悟
る
所
、
更
に
多
か

つ
た
の
は
勿
論

で
あ
る
。
後
、
間
も
無
く
彼
は

「
般
若
無

知
論
」
を
著
は
し
て
什

に
呈
し
た
が
.
什
は
之
を
讃

ん
で
讃
稽
し
た
、
時

に
盧
山
の
隠
士
、
劉
遺
民
も
、
肇
の
此
の

論
を
見
て
大

い
に
讃
歎
し
、
因

つ
て
慧
遠
に
呈
し
た
。
慧
遠
も
大

い
に
歎
じ
て
、
未
曾
有
ビ
な
し
、
丑
ハ
に
披
尋
翫
味

し
て
更

に
文
書
を
往
復
し
た
o

後
、
更

に
「
不
眞
察
論
」
、
「
物
不
遷
論
」
を
著

は
し
、
維
摩

に
註
し
、
又
、
諸
経
論
の
序
を
製
し
た
.
什

の
亡
後

に

及

ん
で
、

そ
の
永
往
を
追
悼
し
て
、
「
渥
薬
無
名
論
」
を
著
は
し
た
。
そ
の
僻

に
曰
く

「
…
…
夫
渥
繋
之
爲
滋
也
、
寂

蓼
虚
蹟
、
不
可
雫以
　形
名
一得
晶、
微
妙
無
相
、
不
レ可
下以
昌有
心
一知
占超
群
蜜

以
幽
昇
、
量
　太
虚
一而
永
久
随
乏

弗
レ蛋
真

躍
一、
迎
レ之
岡
レ眺

真

首
一、
六
趣
不
レ能
レ撮
=其
生
一力
負
無
三以
化
蓋
ハ髄
一、
妙
濟
惚
悦
若
レ存
若
レ往
、

五
目
莫
レ観
　
其
容
一、

二
聴
不
レ聞
一一其
響
一、
錺

々
冥

々
誰
見
誰
曉
…
…
」
ご
い
つ
て
ゐ
る
。

又
、
論
中
に
曰
く
、

「
夫

至
人
室
洞
無
レ象
而
萬
物
無
レ非

我

造
一會
禽

物
一以
成
レ
己
者
其
唯
聖
人
乎
」
ご
、
肇
の
時
に
於
て
は
、
華
嚴
経
の

鐸

さ
へ
未
だ
成
ら
す
、
從

つ
て
唯
心
的

一
元
論
は
未

だ
起

つ
て
は
ゐ
な
い
。
し
か
も
、
彼
は

一
言

に
其
の
精
髄
を
這

破

し
て
「
萬
物
無
レ非
二我
造
こ
ご
い
ふ
は
、

そ
の
卓
見
を
知

る
.べ
き
で
、
石
頭
が
こ
の

一
句

に
麗
旨
を
了
得

し
た
は
、

所
以
あ
る
事
で
あ

る
。

"

寳
藏
論
に
現
に
れ
表
曾
肇
の
思
想
(
一
)

六
七

'



寳
藏
論
に
現
に
れ
六
信
肇
の
思
想
(
一
)

六
入

論
、
成

る
の
後
、
之
を
挑
興

に
上

る
に
、
興
、
答
旨
慰
勲
、
備

さ
に
賛
述
を
加

へ
た
ε
云
ふ
。

義
熈
十
年
、
長
安
に
寂
す
。
時
に
壽
、

三
十
有

一
、
當
時
、
甚

だ
そ
の
早
世
を
惜
ま
れ
た
。

一
説

に
は
三
十
有

二

に
て
寂
す

ビ
云
ふ
も
、
就
れ
が
眞
で
あ

る
か
審
か
で
な

い
o

遣
生
、
道
融
、
僧
叡
等
ε
共

に
、
關
中

の
四
聖
ご
鵜
せ
ら
れ
た
。

亀

此
の
傳
は
「
大
藏

経
第
五
十
憲
、
史
傳
部
二
、
高
借
傳
第
六
、」
「
佛
組
歴
代
随
載
」
及
び
「
佛
数
大
僻
典
」
等

に
依

つ

た
の
で
あ
る
が
、
其

の
就
れ
に
も
、
「
寳
藏
論
」
著
作
の
事

が
載

つ
て
ゐ
な
い
。
故

に
本
論
は
彼

の
何
時

々
代
の
作
で

あ

る
か
審

か
に
し
得

な
い
の
は
遺
憾
ご
す

る
所

で
あ

る
が
、
そ

の
内
容
か
ら
想
像
し
て
、
恐
ら
く
は
比
較
的
初
期

の

著
で
あ
る
様

に
思
は
れ

る
の
で
あ
る
。

序

説

本
論
丈

に
於
て
は
、
專
ら
、
彼

の
述
作
「
寳
藏
論
」
を
、
そ
の
擦
所

ざ
し
て
、
彼

の
思
想
の

一
端
を
見
よ
う
ご
思
ふ

の
で
あ

み
。

彼

は
「
寳
藏
論
」
一
懇
の
内
容
を
舜
け
て
、

大
禮
、

「
漬
照
塞
有
品
第

一
」

三
段

に
し
て
ゐ
る
。



「
離
微
磯
浮
品
第
二
」

「
本
際
虚
玄
品
第
三
」

が
即
ち
夫
れ
で
あ
る
o

而

し
て
、
「
第

一
」
に
於
て
は
、
圭
こ
し
て
根
本
實
在
の
「
用
」
を
、
「
第

一
こ
に
於
て
は
其

の
「
盟
」
を
、
第
三
に
於

て

は
主

ε
し
て
「
相
」
を
示
し
た
も
の
ご
思
は
れ
る
。
吾
人
も
亦
、
此
の
匿
分

に
よ

つ
て
考
察

の
歩

を
進
め
よ
う
ビ
思
ふ
。

而
し
て
こ
の
三
品
を
通
じ
て
吾
人
は
、
所

々
に
彼

の
修
遣
、
修
爲
に
關
す

る
思
想
を
瞥
見
す

る
事
が
田
來

る
。
此

を
大
薩
纒

め
て
最
後

に
彼

の
「
修
爲
論

」
の

一
篇

を
綴
る
事

に
し
た

い
ご
思

ふ
。

第

一
立早

廣

昭
仙
空

有
口
田
第

一

彼
は
、
「
寳
藏
論
」
の
第

一
頁
を
次
の
交
を
以
て
起
し
て
ゐ
る
o

「
塞
可
レ室
非
二
眞
塞
一、
色
可
レ色
非
一一眞
色
一
眞
色
無
形
、
眞
塞
無
レ名
、
無
名
名
之
父
、
無
色
色
之
母
、
爲
二
萬
物
之

根
源
二
云
々
」
(大
日
本
績
藏
経
、
第
一
套
第
一
輯
、
第
二
編
、
第
一
冊
、
寳
藏
論
二
十
三
賀
左
、
上
)

是
れ
、
全
く
老
子
の
蓮
徳
経
の
筆
頭
を
微

つ
旋
も
の
で
、

こ
の
「
室
」
の
慧
昧
は
、
老
子

の
「
遣
」
の
意
昧

芒
甚
だ
し

い
相
似
鮎
が
あ
る
。
彼

も
亦
、
多
く
の
暉
者

の
如
く
、
第

一
義
を
以
て
、
或
は
「
室
」
或
は
「
道
」
或
は
「
無
」
或
は
「
眞
」

の
字
を
以

て
説
明
し
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
彼
は
、
甚
だ
し
く
、
老
荘
の
影
響

を
受
け
て
ゐ
る
關
係
上
、
「
撹
」
の
掌
を

一
層
、
よ
り
多
く
用
ひ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
後
、
随
所
に
、
そ
の
老
子

ε
の
思
想

の
共
遮
鮎
を
見
よ
う

ε
思
ふ
。

寳
藏
論
に
現
に
れ
衷
曾
肇
の
思
想
(
一
)

六
九



寳
藏
論
に
境
に
れ
六
曾
肇
の
思
想
(
一
)

七
〇

.
先

づ
彼
は
、
第

一
に
、
難
肉
以
前
、
物
心
未
舜

の
底
を
「
眞
」
の
字
を
以
て
次
の
機

に
説

い
で
ゐ
る
。
.

「
夫
眞
也
者
無
レ洲
無
レ渚
無
レ俘
無
レ侶
無
レ涯
無
レ際
無
γ慮
無
レ所
、
能
爲
　萬
物
之
租
宗
一、
非
レ目
覗
、
非
レ耳
聞
、
非
=形

色
一非
一一幻
魂
一能
爲
一一三
界
之
根
門
一云

々
」
(
同
論
二
+
三
頁
左
、
下
)
ご
い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
元
來
、
直
接
経
験

に
於
て

は
眼
は
な
い
の
で
あ
る
。
眼
、
眼
解
を
な
せ
ば
眼
倒
を
生
す
る
わ
け
で
、
眞

の
眼
は
眼
ご
知
ら

る
、
眼
で
は
な

い
。

眼
の
眞
髄
は
純
粋
に
見

る
こ
ご
そ
の
事

で
あ
る
。
所
謂
肉
眼
は
、
反
省

に
由

つ
て
純
粋
視
豊

の
作
用
的
方
面
に
現
は

る
、
覗
畳
の
跡

で
あ
わ
、
其
の
樹
象
的
側
面

に
物
が
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
故

に
彼

は
亦
云
ふ
。

「
其
心
不
眞

惑
凱

飴
人
一祝
然
、
惚
然
、
如
肴

=魍

々
一似
レ有
恵

想
一云

々
」
(同
論
二
+
三
頁
、
左
、
下
)

右
の
文

に
於

て
、
彼
は
「
心
」
の
繹
的
解
繹
を
明
確

に
し
、
眞
妄
不
二
を
説
く
。
思
ふ
に
妄

に
は
實
膣
が
な
い
。
そ

れ
は
只
、

立
場
と
立
場

の
混
同

に
よ
つ
て
現
す

る
の
み
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
か
の
水
中

へ
挿
し
入
れ
ら
れ
た
竹
が
折

　

　

　

　

　

れ
て
見
ゆ

る
の
は
眞

で
あ
る
。
只
、
そ
れ
が
、
折
れ
て
在
り
ご
の
剣
断
過
程
に
入
る
時
、
そ
の
表
象

に
客
観
的
存
在

性

が
誤
り
適
用
さ
れ
る
事

に
依

つ
て
妄

ご
な
る
。
即
ち
叢
に
於
て
は
、
軍
な
る
表
象
の
立
場

に
、
存
在
判
断

の
立
場

が
混
交
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
妄
そ
の
も
の
に
實
燈

が
あ
る
の
で
は
な
い
o
故

に
云
ふ
o

「
眞
氷
繹
水
、
妄
水
結
氷
、
氷
水
之

二
、
其
膿
不
異
」
(同
論
二
+
三
頁
左
、
下
)
ε
。

龍
樹
は
、
其
「
申
論
」
に
於
て
コ
ニ
毒
即
無
性
、
故
煩
　悔
無
實
」
ご
述

べ
て
ゐ
る
o

眞
な
る
臼
性
ビ
し
て
の
心
は
、
帥
ち
佛

で
あ

る
。
眞

ご
妄

ご
は
、
氷
ご
水
の
如
く
で
、
漸
く
繹
け
、
漸
く
消

し
て



大
海
に
適
す

る
の
で
、
こ
れ
を
盲
然
の
「
溢
」
で
あ
る
ご
な
し
、
以
て
此
の
滋

に
順

つ
て
、
取
捨
向
背
等
の
情
意
的
立

場
を

も
超
克
し
て
、
所
謂
、
流
に
從

つ
て
性
を
認
得
す

べ
き
事
を
説

い
て
ゐ
る
。

又
曰
く
「
慮
則
千
愛
、
化
則
衆
現
、
不
レ出
不
レ没
、
用
無
γ有
レ間
、
有
レ心
無
レ形

、
有
レ用
無
レ人
示
レ生
無
レ生
示
レ身
無
レ身
、

常
測
不
レ測
常
知
不
知

、
爲
而
無
爲
、
得
而
無
レ得
鏡
象
千
端
水
質

萬
色
影
分
一塵

界
一磨
用
無
レ極
云

々
」
(
同
論
二
+
四
頁
右

上
)
ε
Q

ヲ」
、れ
、

「
心
随
萬
境
韓
、
轄
慮
實
能
幽
」「
慮
無
所
住
而
生
其
心
」
(金
剛
経
)
の
面
目
を
想
は
し
む
る
所
で
絶
樹
的

の
宮
由
は
、

主
ご
な
る
事
な
く
し
て
、
よ
く
從

ご
な
り
、

】
一
に
慮
じ
行
く
眞
實
在
の
風
光
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

此
慮

に
於
て
彼
は
、
眞
知
之
知
を
説
明

し
て

い
ふ
。

「
眞
知
之
知
有
無
不
レ計
、
於
レ有
不
レ有
於
レ無
不
レ無
、
有
無
不
見

性
相
如
如
」
(同
論
二
+
四
頁
右
下
)

無

に
封
す
る
有

に
非
ざ

る
が
故

に
、帥
ち
換
言

せ
ば
有

の
意
義
無

き
が
故

に
「
於
レ有
不
レ有
」
ざ
い
は
れ
よ
う
し
、亦
、

無

は
、
有
に
樹
し
て
の
み
、
無

の
意
昧
が
生
す

る
の
で
有

に
樹
し
て
居
な

い
無

は
、
已
に
無

の
憲
味
を
失

ふ
が
故

に

「
於
レ無
不
レ無
」

ご
い
ふ
。

ε
の
働

き
を
得

て
こ
そ
非
凶
を
凶

ご
な
し
、
非
吉
を
吉

ご
な
す
如
き
妄
見
は
起
さ
ぬ
を
得

る
の
で
あ
る
。

一
休
繹
師
が
詠
ま
れ
た

、

「
門
松
は
冥
土

の
族
の

一
里
塚

寳
藏
論
に
現
に
れ
雲
僑
肇
の
思
想
(
一
)

」

七
一



寳
藏
論
に
現
に
れ
た
曾
肇
の
思
想
(
哺
)

七
二

目
出
度
く
も
あ
り
目
出
度
く
も
な
し
L

の
歌
は
、
意
昧
が
深

い
。

物
の
眞
相
を
「
中
遣
」
に
於

て
、
宛

ら
に
見

る
者
は
、
部
分
的
見
方

に
偏
ら
澱
。
部
分

に
於
て
全
燈
を
見
、
個
物

に

於
て
普
遍

の
理
を
識

る
の
で
あ
る
。

所
謂
隠
遁
主
義
は
、
不
苦
不
樂
を
目
的

ご
し
て
ゐ
る
機
で
あ
る
。

佛
敏
を
隠
遁
圭
義
ご
見

る
者
は
誤

つ
て
ゐ
る
。
佛
激

の
目
的
た

る
浬
繋
は
、
不
苦
不
樂
の
境
地

ε
見
誤
り
易

い
の

で
あ
る
が
、

そ
ん
な
死
石
の
如
き
も
の
で
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。

今
、
簡
輩

に
、
浬
盤
の
三
義
を
左
に
畢
げ
て
見

る
が
、
是

に
依

つ
て
も
、
渥
繋
の
眞
意
は
容
易
北
解

る
の
で
あ

る
。

暴
霧

耐

講

磁
ダ
藻
-

右
の
三
義
は
、
そ
の
中
、

一
を
相
離
し
て
も
眞
意
を
失
ふ
。
是
に
依

つ
て
、
寂
滅

よ
り
活
動

が
生
じ
、
解
脱

よ
り

奮
圖
が
生

ま
れ

る
。

こ
の
故
に
、
其
の
死
滅
的
隠
遁
主
義
で
な
い
事
は
明
か
に
知
ら
れ

る
。
故

に
彼

も
亦

「
不
苦
不

樂
不
入
眞
常
」
(同
論
二
+
四
頁
右
下
)
ご
い
ひ
、

こ
れ
を
不
蓮

ざ
し
て
ゐ
る
。

次
に
、
彼
の
「
遣
」
を
少
し
く
見
よ
う
。

「
其

(渣
)
駿
也
非
丙

非
レ外
非
レ小
非
レ大
非
二

非
異

非
ン明
非

昧
非
ン生
非
裁

非
レ轟
非
細

非
レ察
非
"有
非
レ開
非
レ閉
非
レ



王

非
レ下
非
歳

非
レ壊
非
動

非
静

非
レ蹄
非
伊逝
非
レ深
歩

淺
非

愚
非
レ慧
非
γ違
非
レ順
非

通
非
伊塞
非
レ貧
非

富
非
p新
非
レ故

非
レ好
非
ソ弊
非
レ剛
非
レ柔
非
レ猫
非
レ饗
所
一一以
然
一者
若
言
一真
内
一蓮
含

一法
界
一若
言
一真

外
備

癒
コ形
載
書

一言
一一其
小
一包
二
裏
彌

遠
一云

々
」(同
論
二
+
四
頁
左
、
下
)
ε
説
き
、
そ
の
、
言
僻
を
以
て
し
て
は
、
到
底
名
状

し
難
き
を
云

つ
て
、「
故
道
不
レ可
γ

以
昌
一
多

言
占、
理
不
レ可
ア以
二
一
義
一宜
此蓋
略
陳

真

説
荷

能
以
牽
翼

邊
こ
(
同
論
二
+
五
頁
右
、
上
)
ご
説

い
て
ゐ
る
。

試
み
に
、

こ
れ
を
、
左
の
交

ε
濁
照
し
て
見
よ
う
。

「
夫
道
無
始
絡
、
無
歌
無
象
依
於
明
暗
、
而
無

隠
顯

一
而
無
支
分
、
以
其
慨
惚
、
可
謂
無
物
、
而
亦
非
無
物
、其
悦

惚
中
有
象
有
物
、
錺
冥
中
有
精
有
信
以
爲
古
今
宇
宙
之
鍵
化
」
(中
華
書
局
印
行
、
中
國
哲
學
更
第
一
章
第
二
館
七
買
)

遣
数
に
於
て
も
、
「
道
」
の
機
性
は
、
言
象
を
以
て
は
指
示
す
可
く
も
無

い
こ
し
て
ゐ
る
。

否
、
あ
ら
ゆ
る
宗
殺
的
経
験

の
内
容
は
、

そ
れ
が
純
深
で
み
れ
ば
あ

る
程
、
そ

の
可
表
現
性
か
ら
は
蓮
ざ
か
る
で

あ
ら
う
。
冷
暖
は
、
説
か
る

べ
き
も
の
で
は
無

く
し
て
、
自
知
す
可

き
も
の
た
る
は
論
を
侯

π
ぬ
所
で
あ

る
。

エ
ッ

ク

ハ
〃
ト
は
、

こ
の
消
息
を
次
の
如
く
云
ふ
。

.甫
ぎ
自
。。冨
犀
δ
〈
o
Ω
a

霧

甲肖o
ジ

9
昌
o〒
Ω
o
き

ρ
ま
b
あ
℃
剛捧
}
9
ぎ
〒
団
o議
o
蕊

国
巴
。。
pび
。。o
ζ
o
ぴ
9
δ

d
β
ぼ
●.博

(≦
●
園
.
H夷
ρ

9

舜

雪

言
図
ω薮

。。§

団
」

8

擬
)
瞭
彌
)

こ

れ

を

、

デ

オ

ニ

シ

ウ

ス

に

か

り

て

見

れ

ば

一
履
…妙

昧

が

あ

る

ε

思

は

れ

る

。

,

"へ
団
o
『
浮

・

ヨ
o
話

臣

暮

笥
0

8

程

ξ

訂
霞
量

昏
。

冨

。
δ

。
罎

鼠
蹟

鎧
9
ぴq
・

ぴ
0
8

ヨ
。
ω
民
Φ
ψ甑

9
&

帥o

夢

0

8

§
娼
霧

ω

賓
藏
論
に
現
は
れ
恥
儒
肇
の
思
想
(
一
)

竜
三



費
藏
論
に
現
に
れ
れ
儒
肇
の
患
想
(
一
)

七
四

〇
隔
℃
舞
。
ぐ

凶艮
亀

8
嘗
巴

。
8

8

℃
賦
o
β

。
く
⑦
昌

器

ぎ

鈴冨

嘆

①
。。
Φ
暮

謬

ド
言

φ

℃
ご
β
σq
冒
ぴq

算

o

讐
。

U
鷲

言

Φ
ω
ω
、
≦
ぼ
9

け

魯

。
<
Φ

昏
o

甘
けo
蔚

8

蓉

ω
冨

口

嘗

亀

o
弩

い
Φ
冨

。。

器
身

。
君
亀

昌
g

導
2
。
一団

8

冨

2

芽

。
h

。・
℃
0
8

げ

ゴ

膏

。
<
g

8

暮

・。。
毎

。

山
ロ
喜

昌
¢
ω
ω

す
巷

。
州

ω
層

。
一;

巳

什§

σq
拝

。

(
∪
ご
p
喜

ω
§

・

≧

。
§

σq
博8

8

叶冨

∪
謬

・

蜜

日
①
・。

9
a

浮
o
§
誘
昏
巴

密
8
δ
讐
●
ど

ρ

国
・
園
o
罫

℃
●H
⑩
Q。
)

・

,
黄
桀
断
際
暉
師
は
同
様

に
、

こ
の
「
遭
」
、
部
ち
「
心
」
を
次

の
様

に
言

つ
淀
。

「
比
心
無
始
已
來
末
不
一一曾
生
一不
一奢

滅
一、
不
レ青
、
不
レ黄
、
無
形

、
無
和

、

不
レ囑
一一有
無

一不
レ計
一新
奮

非

長
、非

短
、

非
矢

、
非
レ小
超
二過

一
切
限
量
名
言
縦
跡
樹
待
一當
禮
便
是
動
レ念
即
乖
、
猶
下如
虚
塞
無
レ有
二邊
際
一、不
夢
可
二測
度
一、唯

此

剛
心
即
是
佛
」
(
河
東
斐
休
集
井
序
、
噺
際
灘
師
傳
心
法
要
第
一
頁
)

一
名
の
指
示
す
る
も
の
は

一
義
で
あ
る
が
、

一
義
を
以

つ
て
し
て
は
、
無
限

の
意
味
を
潜
在
的
に
包
藏
す

る
根
本

實
在
の
全
相
を
詮
表
す
る
事
は
副
底
不
可
能

で
あ
る
。
從

つ
て
「
溢
」
こ
い
ふ
も
「
道
」
ご
す

べ
き
遽

で
は
な

い
。
(老
子
)

心

こ
い
ふ
も
「
物
」
に
樹
す

る
心
を
慧
味
す

る
の
で
は
な

い
。
客
観

に
豊
す

る
主
観
を
指
す

の
で
は
無

い
の
で
あ
る
。

榮
西
暉
師
は
、

こ
の
消
息
を

い
ふ
て
次
の
・如
く
説

く
Q

「
大

い
な
る
哉
、
心
。
天
は
高

ふ
し
て
極
む

べ
か
ら
す
、
然

も
心
は
天
め
上

に
出

づ
。
地

は
厚
う
し
て
測

る

べ
か
ら

・

す
、
然
も
心
は
地
の
下

に
出

づ
。
日
月
の
光

り
は
超
ゆ

る
べ
か
ら
す
0

35

は
日
月

の
光
明

の
表

に
出

づ
。
大
千
沙
界

は
極
む

べ
か
ら
す
。
然

も
心
は
大
千
沙
界

の
外
に
出

づ
。
そ
れ
太
虚
が
、
元
氣

か
、
心
は
・即
ち
太
虚
を
包

ん
で
元
氣



を
孕
む
も
の
な
り
。
天
地
我
を
倹

つ
て
覆
載

し
、

日
月
我
を
侯

つ
て
運
行
し
、
四
時
我
を
侯
つ
て
輻
化
し
、
萬
物
我

を
侯

つ
て
襲
生
す
。
大

い
な
る
哉
噂
心
。
我
れ
や
む
事
を
得
す
し
て
強

い
て
是
を
名
附
く

る
な
り
。
」
(日
種
譲
山
氏
述
「灘

宗
要
旨
」よ
リ
引
用
)

帥

ち
、

(へ
日
冨
け
鼠
蔚
び

幽。。
筈
O
<
Φ

Oく
Φ侮
臣

夷

鴇
誘
巴
て

冨
。。
昌
O

轟
ヨ
9

》
嵩

昏
舞

!<0
8
葺
ωP図

筈
0
9

霞

ヨ

ジ

爵
暮

国
o
け

昌
9

碧
暮
窪
コ
四
堕}
(コ
o
晋

獅
国
器
巴

伊
P

H
。。
)
で
あ

る
。

語

る
者

は
知

ら

な

い
、

知

る
者

は
語

ら

な

い

ε
老
子

は
言

ふ
〇

一
旦
、

見
得

す

れ
ば
、

何

ご
言

ふ

ε
も
支
障

は
な

い
筈

で
あ

る
。

「
ふ
ぐ

食

は

ぬ
人

に
は

い
は
じ

ふ
ぐ

の
昧

」(大
梅
)

な

の

で
あ

る
。

へ̂
≦
母
g

些
興
Φ
剛ω
b
o
岳
爵
器
。。勧・b
昏
g

夢
臼
2

。。
δ

α
燧

○
『
風
讐
び

ぎ
吋
ぴ
o置
⑳
=
ρ○
桟
昌
o
苧
ぴ
o
剛夷

}
〇
三
図
些
Φ
囚
{=
亀
図

○
唇

巴
o
昌
Φ
.と

(QQ
<
9

q
℃
碧
一ω巴
.
串

μ
Q。
・)

「
慈

悲
深

き

一
者

」
は
「
心
」
で
あ

り
「
我

や
む

こ
ご
を
得

す

し
て
名

つ
く

る
」
底

の
も

の
な

の

で
あ

る
。

故

に
、
是

を
逆

に
見

ん
か
、
「
若
達
得

萬

法
無

生

心
如
幻
化

更
無

一
塵

一
法
慮

々
清

澤
」
(臨
濟
録
)
で
あ

る
。

マ
ハ、

更

に
「
漕
置
を
説

い
て
曰
く
、

「
無

心
動

作
、

作

而
無

爲
、
無

爲

而
爲

、
無

蕨

不
7
爲

、
和

光
任
レ物

云

々
」
(同
論
二
+
五
頁
左
、
上
)
ご
云

つ
て
ゐ

る
が
、

こ
れ
、

恰

か

も
、
遣

徳

経

の
、

賓
藏
論
に
現
に
れ
象
潜
肇
の
思
想
(
一
)

七
五



寳
藏
論
に
現
ば
れ
喪
曾
駿
の
思
想
(
一
)

七
穴

'

「
無
爲
而
無

不
爲
尖

」(四
+
入
章
)

,

「
知
無
爲
之
有
p盆
也
」
(四
+
三
章
)

「
和
光
同
塵
」
(第
四
章
)な
ご

、
、
殆

ん
ご
同
文

ご
も
言

へ
る
の
で
、
如
何

に
彼
が
、
遣
徳
経
を
翫
昧
熟
護

し
、「
寳
藏

論
」

の
筆
法
を
、
之
に
傲

つ
た
か
を
、
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

又
曰
く
、

「
唯
、
凱追
無
一根
虚
湛
常
存
唯
砿泡
鉦
描幽
阻
微
妙
常
一遣
ハ一云
々
」
(
同
論
二
十
四
頁
左
、
下
)

「
夫
萬
物
有
レ侶
、
唯
滋
濁
存

、」
(同
論
、
同
頁
左
下
)

ε
云

つ
て
、
萬
物
は
因
縁
和
合

の
相
豊
性

の
上

に
成
立
す

る
假
相

で
あ

つ
て
、
例

へ
ば

一
つ
の
物
の
形
は
之

ご
境
す

る
他
の
物
の
色

ご
の
相
樹
医
別
上
に
於

て
の
み
認
識
せ
ら
る

べ
き
、
」即
ち
他
在
的
な
る
物
で
あ

る
。
然

る
に
「
蓮
」
の

み
は
無
依
臼
在
に
し
て
他
物

ε
の
關
係
に
於
て
存
在
す

る
も
の
で
な

い
ε
い
ふ
こ
ご
を
説

い
て
ゐ
る
。

道

の

}
元
論
を
…樹
て
、
更

に
遣
以
外

の
圭
宰
的
原
理
乃
至
主
騰
を
…樹
て
な

い
老
子

の
「
遺
」
も
こ
れ
で
あ
ら
う
o

「
遁
之
爲
レ物
惟
悦
惟
惚
、
惚
今
、
慌
分
、
其
中
有
レ象
、
悦
分
、
惚
分
、
其
中
有
レ物
、錺
分
、冥
分
、
其
中
有
精
云
云
」

(道
徳
経
二
十
一
章
)

「
道
常
無
爲
而
無
レ不
レ爲
。
」
(同
経
三
+
七
章
)

「
溢
萬
物
之
奥
」
(同
経
六
+
ご
章
)



右

の
三
交
を
見

て
も
、

そ

の
爾

者

の
共
通

鮎

を
知

る
に
難

く
は

な

い
Q

な

ほ
、
「
離
微

品
」
に
入

つ
て
も
、

な
ほ
、

虚

々
に
、
「
道
」
を
説

明

し
て

ゐ

る
が
、

そ

れ
は

「
離

微
」
に
關

係

し

つ

〉

述

べ
て
あ

る
故
、

次
章

に

つ
い
て
見

よ

う

ビ
思

ふ
の

で
あ

る
。

第

一
一
出
早

離

徽

謄
脚淫
げロ
聞
第

一
一

本
章

に
於

い
て

は
、
專

ら
「
離
」
ご
「
微

」
の

二
範

疇

に
依

つ
て
、

圭

ご
し

て
、

根
本
實

在

の
「
髄
」
を

、
(「
用
」

を

も

含

め
た
廣

義

の
「
膿

」
を
)
示
し

て

ゐ

る
の
で
あ

る
。

先

づ
「
離

」
を

ε

い
て

"

「
夫
所
二以
言

ジ
離

者
体

不

與

レ物
合

幅、
不
　與
レ物

離

一、
讐

如
下明
鏡

光

映
禽

象
幽然
彼

明
鏡

不
昌與

レ影
合

一、亦

不

與

臥燈

肇

又
如
賀虚

塞
合
昌入

一
切

一無

所
呂染

蓋

五
色
不

レ能

γ汚

五
音
不
レ能
レ観

萬
物
不
レ能
レ拘

森
羅

不
ウ
能

γ離
故

謂

乏

離

一也

、
」
(同

論
、
二
+
六
頁
右
、
上
)
ご
い
つ
て

ゐ

る
。

こ
れ

(居

つ
て
居
ら

澱
、
故

に
よ
く
居

る
)
(何
威

に
も

な

い
、
故

に
何
慮

に
も

あ

る
)

の
境

涯

で
あ

ら
う
。

プ

"
チ

ヌ
ス
の

.へ
目
8
二
σq
げ

鵠
・
(些
o
O
ま

)
ぴ
0
9
び
。・Φ暮

節
o
ヨ

些

薮

一薦
3

国
¢
置

菩
器
暮

ぎ

ヨ

言
b
。
.
(恒

○
晋
蕊

国
g
巴

①
●
㊤
●
幽
)

で
あ

る
。

次

に
「
微

」
を
説

い
て
、

寳
藏
論
に
務
に
れ
糞
曾
肇
の
思
想
(
一
)

七
七



寳
藏
論

に
現
に
れ
六
「曾
肇
の
思
想
(
一
)

七
八

「
所
　以
言
ジ
微
者
、
騰
妙
無
形
無
色
無
相
慮
用
萬
端
而
不
レ見
　其
容
一含
藏
百
巧
而
不
レ顯
其

功
裡

乏

不
レ可
見

聴
レ
之

不
レ可
レ聞
然
有

殖
沙
萬
徳
一不
常
不
断
不
離
不
散
故
謂

乏

微
一也
」
(同
論
二
+
六
頁
右
上
)
こ
い
つ
て
ゐ
る
。
再
び
プ

ロ
チ
ヌ

ス
を
引
用
し
て
み
れ
ば
、
同
時

に
、

こ
の
文

の
説

明
の
役
立
ち
に
さ
へ
な
る
で
あ
ら
う
。
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而
し
て
「
是
以
離
微
二
字
、
蓋
道
之
要
也
、
六
入
無
跡
謂
二之
離
一萬
用
無
レ我
謂
乏

微
一、
微
即
離
、
離
帥
微
也
」
(同
論

二
+
六
頁
右
上
)
ε
断
じ
、
微
な
る
所
、
即
ち
離
、
離
な
る
所
帥
ち
微
、
有

の
所
是
れ
無
、
無

の
所
是
れ
有

、
無

な
れ
ば

こ
そ
、
眞
に
有
な
る
事
を
説

い
た
の
で
あ
る
。

又
曰
く
、

「
夫
離
者
無
身
微
者
無
心
、
無
心
故
大
身
、
・
無

心
故

大
心
、
大
心
故
帥
周

禽

物

、
大
身
故
癒
備

無

窮
一是
以
執
レ
身

爲
レ身
者
師
朱
翼

大
慮
一執
レ心
爲
レ心
者
帥
朱

真

大
智
一、
故
千
経
萬
論
莫
γ不
レ説
レ離

身

心
一」
(同
論
二
+
七
頁
左
、
上
)

離

ご
微
、
帥
ち
騰
ご
用
、
帥
ち
大
心

ご
大
身
の

一
致
黙

こ
そ
、
眞
實
在

の
風
光
、
赤
肉
團
上
無
位
眞
入
、
露
肉
未

分

の
境
涯
た

る
を
説

い
た
の
で
あ

る
。

ヨ
ハ
、矛
傳
第

一
章

の
文
を
か
り
凍
れ
ば
、

「
ロ
ゴ
ス
肉

ご
な
り
て
我
ら
の
内
に
宿

れ
り
、
世
は
彼
に
創
ら

れ
た
る
に
、
澄

こ
れ
を
知
ら
ざ
り
き
」
で
あ

る
。

　

む

　

　

「
千
経
萬
論
莫
レ不
レ説
レ離
一一身
心
こ
の
身
心
鳳
、
大
身
大
心
の
意

に
非
す
し
て
、
身

は
、
時
塞
閣
内

に
存
す

る
有
限

の



身
.
心
も
亦
同
檬

に
、
時
間
内

に
生
滅
す

る
精
紳
作
用
、
常
識
の
所
謂
心
、

心
理
學
的
圭
観
を
指
し
た
も
の
で
あ

つ

　

　

て
、
か

、
る
意
味

の
相
封
的
身
心
を
離
れ
よ
ご
説
く
の
で
、

こ
れ
な
く
し
て
は
到
底
、
眞
理
に
到
達
す

る
は
不
可
能

で
あ

る
。

臨
濟

が
、

こ
の
超
絶
論
的
見
方
を
採
り
、
向
上
直
入
の
接
化
を
す

る
の
は
宜
な
る
事
で
あ

る
。

「
一
心
不
生
萬
法
無

答
」
(信
心
録
)
の

一
心
、

.

「
心
生
種

々
法
生
、
心
滅
種

々
法
滅
」
の
心
、
皆

こ
の
相
甥
的
意
識
作
用
、
乃
至
、
活
動
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

又
、
「
…離
微
」
の
性
質
を
論
じ

て
、

「
夫
性
離
微
者
非
取
非
捨
非
修
非
學
非
】本
無
今

有
一非
一本
有
今
無
一乃
至

一
法
不
y生

一
法
不
レ滅
非
二三
界
所
一撮

非
ユ
ハ

趣
所
攣

非
=愚
智
之
所
改
一非
一一眞
妄
所
轄
一云
云
」
(
同
論
二
+
五
頁
左
、
下
)

と
説
明
し
、
以
て
離
微

は
、
有
無
生
滅

に
亙
ら
す
、
.悟

つ
た
時

に
生
す

る
の
で
も
な
く
、
本

あ
る
も
の

へ
蹄

る
の

で
も
な

い
、
ま
た
そ
れ
は
所
謂
意
識

一
般

ε
い
ふ
如
き
も
の

、
樹
象
界

で
も
な
く
封
象
化

さ
る
、
方
向

で
も
な
く
、

寧
ろ
封
象
化
す

る
は
た
ら
き
の
側

に
潜
む
が
故
に
、
郎
ち
情
意
的
立
場
を
超

ゆ
る
が
故

に
「
取
捨
」
乃
至
「
修
學
」
は
皆

こ
れ
情
意
の
世
界
に
屡
す

る
心
的
現
象

で
あ
る
o
ま
た
實
践
理
性

の
樹
象
界
で
も
な
く
、
況
ん
や
経
験
的
主
観

の
樹

象
界

で
も
な

い
こ
ご
を
示
し

て
ゐ
る
。

而
し
て
「
故
玄
遁
離
微
、
至
理
難
7顯
」
(同
論
二
+
六
頁
右
、
上
)
と
云

つ
て
ゐ
る
。

費
藏
論
に
現
は
れ
力
曾
肇
め
思
想
(
一
)

七
九



費
藏
論
に
現
に
れ
六
僧
肇
の
思
想
(
一
)

入
○

故

に
叉
曰
く
、

「
若
下妄
有
所

取
一妄
有
一所
得
一妄
有
所

修
一妄
有
巾所
得
晶皆
不
レ入
呂眞
實
一背
離

微
之
義
一壊
天

道
之
法
一」
(
同
論
、
二
+
六
頁

右
下
よ
リ
阿
頁
左
上
)

ご
云

つ
て
、
求
む
る
あ
る
は
動
働
あ

る
を
示
し
、
道
徳
的
立
場
を
否
定
し

て
居

る
。
眞

の
宗
数
的

立
場
よ
り
す

れ
ば
、
善
を
修
し
悪
を
捨
て
ん
ご
す

る
も
亦
、

一
の
妄
想
に
過
ぎ
な
い
。

「
善

も
ほ
し
か
ら
す
、
悪
も
お
そ
れ
な
し
Q
」
(歎
異
抄
)

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
故

に
又
、

》

「
但
無

妄

想
一者
、
即
離
微
之
道
顯
也
」
(同
論
二
+
六
頁
左
上
)

ご
説

い
て
ゐ
る
。

凡
そ
努
力
は
「
計
ら
ひ
」
で
あ
り
「
計
ら
ひ
」
は
妄
執
で
あ

る
。
不
自
由

で
あ
る
。
妄
執
は
「
離
」
に
非
す
、
不
自
由
は

「
微
」
で
は
な

い
。
無

心
な
ら
ん
ε
す

る
「
努
力
」
は
有
心
で
あ
り
、
無

邪
氣
な
ら
ん
ご
す

み
「
努
力
」
は
有
邪
氣

で
あ
り
、

放
下
せ
ん
ご
あ
せ
る
は
執
着

で
あ

る
。
「
向
は
ん
ビ
擬
す

れ
ば
郎
ち
乖
く
。
」

と
稽

せ
ら

る
、
は
帥
ち
此

の
故
で
あ

る
。

「
若
欲
二作
レ業
求
一レ佛
是
生
死
大
兆
」
(臨
濟
録
)

「
若
有
求
皆
苦
、

不
如
無
事
」
(臨
濟
録
)

な
ご
皆
、
此
の
面
目
を
言

つ
た
も
の
で
あ
る
。

　

　

　

　

進
徳
的
努
力
は
、
限
b
無
き
奮
圖

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
佛

敷
よ
り
す

れ
ば
六
趣
中
の
修
羅

に
相
當
す

る
も
の
で
あ



る
。

永

遠

に
「
安

ん
す

る
」
時

が
な

い
。

此
塵

に
、
道

徳

の
宗

駿

に
封

す

る
特
質

が

あ

る
ご
共

に
限
界

が
あ

る
の
で
あ

る
o

.

以

上
を

以

て
我

々
は
、
「
離
」
は
、
無

の
超
越

性
、

帥

ち
「
禮
」
で

あ
り
、
「
微
」
は
無

の
創
造

性

(或

は

N
如

性

.
自

在
性

)
帥

ち
「
用
」
な

る
事

を
識

る

の

で
あ

る
。

暉

林
句
集

の
「
青

山

元
不
動

」
は
「
離
」
で
あ

り
「
自

雲
自

去
來
」
は
「
微
」

で
あ

る
。

か

く
て
、
「
離
微

」
の
關

係

を
説

明

し
て
、
「
混

而
爲

一
無

離
無

微
」
(同
論
二
+
五
頁
左
、
下
汐

ご
断
じ

て
ゐ

る
。

之
帥

ち

道

の
要

で
あ

つ
て
、

こ
の
道

の
要

を
膿
す

れ
ば
、
裟
婆

印
寂

光

土
、

魔

界

を
離

れ
す

し

て
佛

界

に
入

る
。

帥

ち
紳

を

要

せ
す
信

仰
を
要

せ
す

法
爾

肖
然

た

る

の
み
な

る
を
説

い
た

の
で
あ

る
。

か

く
て

こ
そ
、

性

に
随

ひ
、
流

に
慮

す

る
事

が
出
來

よ
う
○

華

萬
境

に
順

つ
て
韓
す

る
所

に
眞

の
膚

由

が
あ

る

の
で
あ

る
ゆ

然

し
乍

ら
、

こ
の
自

由

は
、

か

の
當
爲

の
意
識

に
基

い
て
理
法

を
實

現

せ
ん
ご
す

る
道

徳
的
膚

由

で
は
な

い
。
道

徳

的
自

由
は
、

常

に
「
あ

る
」
も

の
ご
「
あ

る

べ
き
」
も

の

こ

の
甥

立
を

豫
想
す

る
。

即

ち
相

樹
的

自
由

で
あ

る
o
鷹

化
萬

端

の
解
脱
境

は

か

、
る
甥

峙

を
持

た

ぬ
絶

饗
自

由

で

あ

る
o

こ

の
境

地
を

エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
は
左

の
如
く

言

つ
た
Q
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の

妙

が

解

せ

ら

れ

る

の

で

あ

る

Q

、

斯

く

論

じ

績

け

て

彼

は

、

「
離

微

」
を

色

々

の

方

面

か

ら

種

々

の

解

鐸

を

し

て

ゐ

る

。

例

へ
ば

、

次

に

は

叉

、

「
離

」
を

法

ご

し

、

「
微

」
を

佛

ε

な

し

て

、

離

、

帥

ち

法

を

知

る

故

を

以

て

、

一
切

煩

惜

ご

合

せ

す

、
微

、
帥

ち

佛

を

見

る

故

を

以

て

、

一
切

の

虚

妄

と

倶

な

ら

す

と

し

て

ゐ

る

。

而

し

て

沸

「
離

微

」
の

義

は

一
に

　

む

非
す
、

二
に
も
非
す
、
言
説
を
以
て
顯
は
し
得
す
、
思
慮
を
以
て
至
り
得
す
、
只
深
心
を
以
て
膿
解

せ
ん
こ
ご
を
要

す
ご
し
て
ゐ
る
。
帥
ち
言
ふ
「
夫
離
微
之
義
非
レ
一
非
"二
、
非
下以
言

説
一可
占
顯
、
要
下以
藻

心
一膿
解
む
(
二
+
六
頁
、
右
下
)

凡
そ
宗
漱
の
本
質
は
信
仰
、
信
心
に
あ
り
ご
言
は
れ
て
は
居

る
が
、
佛
敷
、
就
中
、
縄

の
本
質

は
、
膿
験

で
あ
る
。

「
信
」
で
は
な
く
て
「
見
」
で
あ

る
。

繹
が
、
基
督
漱
や
、
眞
宗
等

の
「
罪
の
威
じ
」
に
甥
し
て
、
「
疑
」
を
以
て
始
ま

る
は
此
の
故

で
あ
る
。
・即
ち
智
慧
の



　

　

　

　

カ

に
依

つ
て
「
見
」
る
の
で
あ

る
。
故

に
見

性

成
佛

が
云
は

れ

て
ゐ

る
。
實

禮

的

な
ら
ざ

る
、

物

の
本
質

を
見

る
の
で

あ

る
。

か

の

エ
ッ
ク

ハ
ル
ト
も
亦
、

こ
の
「
見
」
に
徹

せ

し
人

で
あ

つ
た
。

彼

は
言
う

て
ゐ

る
。
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さ

て
、
故

に
此

の
禮

得

(離
微

)
を
離

る

、
者

は
、
迷

う

て
途

に
翼

理
を
握

る
事

が
出

來

な

い
。
.故

に
彼

は
「
離

」
に

迷

ふ
者
は
諸

魔

ε
な

つ
て
其

慮

に
執
着

が
生

じ
、

生
死

に
樂
着

し
、
「
微
」
に
迷

ふ
,者

は
外
溢

ご
な

つ
て
邪

見
を
起

す

ご
説

き
、
「
離
」
に
迷

ふ
者
、
帥

ち
、
輩

な

る
自

然
主
義

、
官

能
主

義

、
現
實

主
義
、

耽

溺
生

活
、
姜
協

生

活
を
排

し
、

「
微
」
に
迷

ふ
者
、

帥
ち

、
輩

な

る
禁
欲

ま

義
、
隠
遁

主
義

、厭

世

ま

義
を
破

つ
て
ゐ

る

の
は
注
意

す

べ
き
事

で
あ

る
。

依

つ
て
、
諸

見

の
根
本

た

る
有
無

の
相

野
的

な
見

方
を
捨

て

、
以

て
、

そ

の
「
眞

」
を
見

る

べ
き
事

を
説

い
π
の

で

あ

る
。

な
ほ

彼
は
再

び
「
離
微
」
の
關
係

を
説

明
し

て

「
離
者
法

也
、

微

者
佛

也
、

和
會

不

二
名
爲

櫓

也
、

故

三
名

一
膿

一
罷

三
名

混
無

二分
別

一蹄

レ本
無

レ名

」

(同
論
二
+
七

頁
右
、
上
)
ε
説

い
て

ゐ

る
が
、

是
、

彼

の
「
離
微

観
」
の
結

論

ビ
見
ら

れ

る
も

の
で
、

以

上
本
章

の
論

述

に
於

て
特

に
我

々
の
眼

に
止

る
の
は
、

彼

が
、
「
離

」
に
堕

せ
す
「
微

」
に
落
ち
す

、
爾

者

を
よ
く

蓮
用
す

る
事

を

力
説

し

て

ゐ
る
黙

で

賓
藏
論
に
現
ば
れ
六
信
肇
の
思
想
(
一)

入
三



寳
藏
論
に
現
は
れ
☆
僧
藥
の
思
想
(
一
)

入
四

あ

る
o
此
慮

に
思
ひ
起
さ
る
、
は
、
老
荘
の
思
想
ざ
彼

の
そ
れ
ご
の
樹
照
で
あ
る
。

思
ふ
に
、
老
荘
は
、

一
切

の
世
知
を
離
れ
て
嬰
見

の
昔

に
蹄
ら

ん
こ
し
、
虚
無

悟
淡
を
主
ご
し
て
人
我
未
分

の
境

地
を
樂
し
ま

ん
ご
し
元
る
は
、
暉

の
立
場
、
帥
ち
肇

の
立
場

ご
異
る
所
は
な

い
が
、

た
や
、
老
荘
は
、
「
道
」
の
「
離
」

の
側
面
を

の
み
強
調
し
た
様

で
あ

る
。
爲

に
「
微
」
の
方
面
を
閑
却
し
、

そ
の
活
動
性
を
重
ん
じ
て
は
ゐ
な
か

つ
た
慨

が
あ

る
の
で
あ

る
。
之
、
…藤
の
立
場
よ
り
し
て
は
、
見
逃
す

べ
か
ら
ざ
る
歓
黙

で
、
彼

が
、
老
荘
を
以

て
、
未

だ
濫

さ
す
ご
し
て
、
是

に
満
足
し
得

な
か

つ
だ
主
な
る
黙

で
あ
ら
う
o
彼
が
、
軍
な

る
隠

遁
圭
義
を
排
し
て
、
此

の
徒
も

亦
、
外
道

ご
な
つ
て
邪
見
を
起
す

ε
説

い
元

の
は
、
暗
に
老
荘
を
も
謁
し
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
o

な
ほ
.
「
離
微
」
に
就
て
は
、
彼
は
ま
だ
色

々
ご
説

い
て
ゐ
る
が
、
そ
の
修
爲

に
關
す

る
事
は
、
後
の
「
修
爲
論
」
に

於
て
、
之
を
考
謹
し
て
見
よ
う
ご
思

ふ
の
で
あ
る
。
(未
完
)

,

、


